
司会　ただいまからポートランド州立大
学のスティーブ・ジョンソンさんをお迎えし
て「市民参画と持続可能なコミュニティの発
展」と題して講演会を開きたいと思います。
スティーブ・ジョンソンさんは、一昨年も
講演会をお願いしていまして、前回は「ポー
トランド市における市民参加の仕組み」とい
うテーマで講演をお願いしました。ポートラ
ンド市はアメリカの中で市民社会が最も充
実した都市だと言われていまして、そのこと
について一昨年、お話を伺ったということで
あります。今日は一昨年のお話をベースにし
ながら、「どうしてそういう都市が可能にな
ったか」、また「市民社会が、より強固な基
盤をつくるにあたっての都市政策のあり方
はどういうものであるか」ということを、ジ
ョンソン先生から詳しくお話が聴けるので
はないかと思っています。お話の後、せっか
くの機会ですので皆さん方からの質問の時
間を持ちたいと思います。本日は龍谷大学の
都市計画の専門家である広原盛明先生にジ
ョンソン先生のお話を聴いた上で、それを日
本的な文脈の中でどう理解したらいいかを

含めていくつか質問をしていただこうと思
います。

市民参画都市・ポートランド市

S・ジョンソン　皆様、こんばんは。今日
は皆様の人生を変えるような、すごい話がで
きるといいなと思いながらやってまいりま
した。前回に引き続きということですので、
新しい情報も織りまぜながらお話をさせて
いただきたいと思います。時々ジョークなど
で笑っていただきながら最後までお付き合
いいただければと思います。
最初に簡単に自己紹介させていただきま
すが、実は私、10 代の頃に半年ほど、京都
と西宮に住んでいたことがありまして、日本
にはいろんな形で恩を受けておりますので、
毎回、帰ってくるのを楽しみにしておりま
す。
25 年間ほどさまざまな市民活動にかかわ
ってまいりました。かかわった NPOの数だ
けでも 500 を超えております。10 年前、現
在の大学教授の仕事につきましたが、それま
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でにさまざまな NPOにかかわってまいりま
した。貧困問題を扱う NPOとか、住宅関係、
女性の地位向上など、さまざまにかかわって
きまして、ある時、ふと、なぜこんなバラバ
ラな活動に足を突っ込んでいるのだろうか
と思ったのです。そして、どのセクターも重
要だということに気づきました。ビジネス部
門、経済部門も重要ですし、政府関係、自治
体関係も重要です。それに加えてコミュニテ
ィ、これが重要であることに気づいたわけで
す。約 10 年間、大学で市民生活関係につい
てのインフラを研究してきました。どういう
ものがあれば市民生活が活性化され、健全な
市民生活をもたらすことができるのかを研
究してきまして、実際に市民がかかわること
によってコミュニティがどう変わっていく
のか、あるいは市民がかかわらないことによ
ってどのように変わっていくかという研究
をしてまいりました。
本日、皆様には、なぜポートランドが市民
参画ということで特別なのかということを
お話させていただきたいと思います。活発な
市民参画によって、他都市と比べてどういう
ところが違うのか。市民が参画していくこと
によって持続可能な社会がどのように実現
されて、グリーンな環境にやさしい社会がど
のように実現されているのか、市民参画と持
続可能性、環境へのやさしさがどういうふう
にリンクしているかということについてお
話をさせていただきます。また将来に向けて
社会的、環境的にも持続可能な社会を築いて
いくためには、ますます市民の参画が必要に
なってきます。そのあたりにもついても触れ
てまいります。
地図をご覧いただき、ポートランド（オレ
ゴン）はどこにあるかと申しますと、北から
順にカナダのブリティッシュコロンビア州、

バンクーバー、シアトルがあり、南にはサン
フランシスコ、ロサンゼルスという西海岸の
都市があります。人口は約 200 万人。周りを
山に囲まれた都市で、富士山に相当するマウ
ントフットという山があります。アメリカの
中でも緑が多い都市として知られておりま
す。こちらは、北米最大のコロンビア川の近
くの風景です。川の流れ、滝も近くにありま
す。山とは反対側には海に面しております。
10 年前からさまざまな研究をしておりま
すが、私の研究に最も大きな影響を与えたの
はハーバード大学のロバート・パットナム
（Robert D. Putnam）教授の研究でして、そ
れについてご紹介したいと思います。その教
授の研究の中に、1960 年代以降、アメリカ
の各都市で市民参画が消極的なものになっ
ているという研究結果があります。パットナ
ム教授は膨大なデータを収集しまして、市民
生活の動向に関するいろいろな調査をした
結果をグラフに表し、市民参画の度合いが
1960 年代以降、このようにどんどん下がっ
ているという結果をまとめました。これは一
つの例で市民活動組織に参加している参加
人数の推移を示したものです。年代が抜けて
おりますが、さまざまな市民集会、公共的な
集まりに参加している人数の推移が 60 年代
以降、下がっております。60 年代以降、市
民参画が減っているという結果をまとめた
わけですが、ある人が「パットナム先生、ネ
ガティブな話はわかりましたから、もう少し
ポジティブな話もしてもらえませんか？」と
言ったことから、まとめられたのが『Better 

Together』（Robert D. Putnam, Lewis 

Feldstein, Donald J. Cohen, Simon & 

Schuster, 2003）というものです。
この本の中の 1章に、ポートランドについ
て書いたところがあります。私と共同で研究
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を行ったものです。60 年代を境に市民参画
の度合いが減っているという話がありまし
たが、その同じ年代のグラフでは、右下がり
が全米的な傾向ですが、その時のポートラン
ドはどうなっていたかと言うと、ポートラン
ドは右肩上がりになっています。これはほん
の小さな違いということより、かなり大きな
開きがあるということです。それで、なぜポ
ートランドは他都市に比べてこれほどまで
に違うのかという話になりました。実際、な
ぜポートランドは特殊なのかということに
ついてお話することもできるのですが、今日
のテーマとは若干それますので、今日は、さ
まざまな結果がどういう形で出てきたのか
ということと、現状を皆様にお話したいと思
います。こういう形でさまざまな成果がある
わけですが、これはすべてが必ずしも政府主
導、民間部門主導というわけではなく、むし
ろ草の根的な NPOの活動を通じて行われて
きたものであります。
ポートランド市にさまざまな称号がつけ
られています。「自転車に一番乗りやすい都
市」、「歩きやすい都市」、「持続的な政策を最
も多く有している都市」、「女性経営者が最も
多い都市」、「人口あたりの芸術家の数が全米
8位」、「若手のクリエイティブな階層が多い
のがこのポートランド市」であるとか、さま
ざまなランキングが発表されております。こ
のようなポートランド市ですが、実際にどう
いう仕組みになっているかをお話させてい
ただきたいと思います。

最初から市民が計画策定に関わる

この写真は市議会の様子で、毎回、100～
200人の市民が参加します。この際に市民は、
行政と民間、NPOが一緒になって向こう 20

年から 40 年、どういう市にしていきたいか
ということをビジョンとしてまとめるわけ
ですが、常に最新の状況に合わせてアップデ
ートされていきます。ビジョン PDX、これ
を実際につくるにあたっては地域に実際に
出向いていって、地域の人たちがどういうこ
とを求めているかに耳を傾けていきます。子
どもたちにもかかわってもらいまして、年齢
を越えてこの町をどういうふうにしていき
たいかを考えてもらいます。子どもたちには
将来どんな都市になってほしいかを絵を描
いてもらったりしています。
5年ごとに土地をどのように活用していく
のか、土地利用計画を策定しなければなりま
せんが、オレゴン州の法律で土地利用に関し
ては市民の合意を得た上で計画していかな
ければならないということが定められてい
ますので、計画の最初の段階から市民がかか
わることになります。ポートランド市は持続
的な経済計画を持った都市としてよく知ら
れていますが、おそらく最初の段階から市民
がかかわっていくところに、その源があるの
ではないかと思います。
自転車に乗りやすい、歩きやすい、持続的
な政策がきちんとしている、ベジタリアンに
やさしい、若手のクリエイティブ階層に魅力
のある都市であるということでポートラン
ドが知られていますが、これと地域の経済発
展がどのようにリンクしているかについて、
順にお話をしてまいりたいと思います。

持続可能な都市その 1

―車社会から自転車へ

この 10 年でどのような形で持続的な経済
に結びつけてきたか具体的に申します。ま
ず、我々の使用しているエネルギーの半分は
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再生可能なエネルギーから来ております。通
勤については 4分の 1の人たちが自転車、車
の相乗り、公共交通で利用しております。ま
た市内の 35 の建物が全米のグリーンビルデ
ィングカウンシルによって実際に認定を受
けているもので、環境にやさしいビルです。
また一人あたりのガソリン使用量が 9％減っ
ており、家庭電力は 10％減っています。ま
たリサイクルについては 1990 年から 2004 年
にかけて 3倍になっています。水の使用量は
15％減となっております。
ちなみにアメリカの場合、「京都議定書」

に調印していないのですが、ポートランド市
は独自に京都議定書に参加することを表明
しております。公共交通の利用が 1990 年に
比べて 75％増えております。また自転車で
の通勤は 500％増となっています。実際に自
転車はポートランドでは重要な役割を果た
していまして、政治的にも社会的にも自転車
利用が非常に促進されていまして、自転車に
よるイベントが 2100 ほど全市で展開されて
おります。それほど自転車利用が活発になっ
ていまして、市議会議員や市長に選挙で選ば
れようと思えば、日頃から自転車を使ってい
ないと市民の支持を得られないというとこ
ろにまでなっております。
さらに、自転車利用、車の相乗りが活発に
行われていることがビジネスにおいても発
展しておりまして、自転車の利用が多いとい
うことで自転車を造る会社もどんどんでき
ています。Zipcarsという、事業内容として
は、自転車をシェアする仕組みを展開する会
社ですが、実際にフランチャイズ展開で
8000 以上のメンバーがすでに加盟して全市
で展開していまして、自転車に乗ってそれを
決まったところに乗り捨てれば、また別の人
がそれに乗ってということでシェアする形

ができあがっております。
全米的な自動車の走行距離の傾向では、実
際に一台あたりの走行距離がどんどん伸び
ている、一方、ポートランドでは一人あたり
の走行距離がだんだんと減っています。
最近出てきた統計で、グリーン配当という
ものがあります。これは、車から自転車、公
共交通に乗り換えることによって、どれくら
いのお金が浮いて、その経済を別のところで
使うことができているか、それをまとめたも
のです。実際にどれくらい節約ができたかと
いえば、年間のガソリン代として 11 億ドル、
時間の節約をお金に換算すると 15 億ドルに
なります。ここで重要なのは浮いたお金が地
域経済に還元されるシステムがあることで
す。たとえば今までのようにガソリン代とし
て使っていますと地域に戻ってくるお金に
はなりません。ここで浮いたお金で、地元で
ビールを買う、あるいはどこかに食事に出掛
ける、コーヒーを飲む、という形で地域にお
金を落としていくことになりますと地域に
お金が還元される流れになります。
あと、これは面白いプロジェクトですが、

City Repair Project、都市の修復プロジェク
トを立ち上げました。ある建築学科の学生が
発案したものですが、町には車が溢れている
ために道路が整備されていますが、交差点が
うまく活用されていないのではないかとい
うことで、交差点を今までとは違った形で活
用していこうという発案からうまれたもの
でした。最初は自治体の方も市民の要望に気
に留めていなかったのですが、市民は許可も
得ず、勝手に色を塗って、交差点に図書館の
ように本をおいて、好きなように読んで、ま
た返して別の人が読んで…、ということで使
い回しをできる文庫を置いたり、掲示板をつ
くってみたり、ベンチを置いてみたり、無料
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でお茶が飲めるようなティースタンドを設
置したりしてどんどん活動が広がっていき
ました。

持続可能な都市その 2

―雨水を浄化して地下に戻す

あともう一つポートランドで問題視され
ていましたのが、雨水をどのように活用して
いこうかというテーマでして、何もしない状
態では降ってきた雨水は歩道や建物の屋根
にあたって、そのまま汚れた状態で地中に入
っていくことによる土壌汚染の問題が採り
上げられるようになりました。町の中を流れ
る水をきれいにしていこうという動きが市
内各所で起こっていまして、川の水をきれい
にしていこう、水路の水をきれいにしていこ
うという活動を行っている団体だけで 350 ほ
どあります。ポートランド市の半分以上、
140 平方マイル相当の水路が暗渠になってい
まして、歩道にあたって汚れた水がそのまま
入るところが半分くらいあります。このよう
な水をいかにしてきれいにしていくかを考
えていかないといけない、という話になりま
した。
従来であれば地下に戻っていく水をきれ
いにしようということであれば、いかにも行
政的な発想で、大きな浄化ができるようなプ
ラントを投資をして造って、設備を整えよう
という話になるのでしょうが、ポートランド
は違いまして、草の根的に市民が参画して、
そこに、民間の企業も参加して、皆でどうい
うふうにしていこうかを考えようという取
り組みになりました。
たとえば、NPOが働きかけてつくった低

所得者向けの住宅でアパートですが、通常、
雨が降ってきて屋根にあたると、雨水はその

まま地上に流れてきて汚れた状態になるわ
けです。この水をどこかで浄化しようという
ことで、植物が植えられている部分に雨水を
持ってきて、この土壌を通じて浄化をして地
下に戻していこうということになりました。
ここに植えられている植物ですが、一部は有
害物質を吸収するような特別な植物が植え
られております。
私の娘が通っていた学校では、もともとア
スファルトの駐車場だったわけですが、そう
ではなく、緑を植えていこうというプロジェ
クトが立ち上がりまして、今は Rain-garden

という緑のある場所になっております。これ
はまた別の学校ですが、同じように Rain-

gardenのプロジェクトが行われましてアス
ファルトだったところを緑のある場所にし、
水がこの中を通ることで、浄化されるという
仕組みをつくりました。
こういう学校の取り組みだけではなく民
間のディベロッパーの取り組みもあります。
実際に経済原理にもかなっているというこ
とで取り組んだプロジェクトです。もともと
はアスファルトの駐車場だったところの下
に暗渠のような形で水が流れていたわけで
すか、それを日の当たるような地上に上げよ
うということで行われました。これは、歩道
の水が水路に直接流れだすのではなく、ワン
クッションおいて植裁を設けることにより、
ここを通って水が浄化されるような仕組み
をつくりました。そういうことで道に迫り出
しているわけですから、その分、若干道幅が
狭くなりますので、それによって車のスピー
ドを抑えることもできるという効果もあり
ます。私の大学では、以前は屋根からずっと
伝ってくるパイプを通して雨水が流れてい
たのですが、それを芸術的な滝の水が流れて
いるような構造にしました。見た目もいいで
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すし、その間に水が浄化されるというメリッ
トもあります。
同じようなコンセプトですが施設もあり
ます。Rain-gardenとしてどちらかというと
教育目的でつくられたもので、子どもたちや
市民がやってきて、どういう仕組みで水が浄
化されているかということを実際に見ても
らうことができる施設です。ほかにも、環境
にやさしい取り組みの一環ですが、Eco Roof

という屋上緑化もあります。雨が降ってきま
すと屋根の植物を通じて下の土壌に入って
いって浄化され、その後でパイプを伝って流
れるということになります。屋上緑化、Eco 

Roofの例として、政府系の建物があります。
新しく建設される建物については、できるだ
け屋上緑化を採り入れるようにと働きかけ
られております。
このように草の根的に始まった取り組み
が経済原理にも合うということで、現在はビ
ジネスにも発展しているところが面白いと
ころだと思います。実際に、雨水の管理をす
る会社が立ち上げられまして、今、全米で
13 の地域事務所を持つに至っています。

持続可能な都市その 3

―都市の中に農地を

次に食糧システムについて、この 10～ 15
年の動きをご紹介したいと思います。ポート
ランドの場合は土地利用が厳しく制限され
ています。農地をできるだけ守っていこう
と、勝手に農地から住宅地に変えられないよ
うな仕組みになっています。土地利用が制限
され、土地の転用が厳しく制限されているこ
とから、オレゴン州と他州を比べていただく
と一目瞭然ですが、オレゴン州の場合、1989
年から 1997 年の間に農地から住宅地へ転用

された面積が 16 万 5000 エーカーであるのに
対して、他の州、都市はかなり多いことがお
わかりいただけると思います。
ただ、この分布を考えていくことが重要だ
と考えています。たとえば中心部に住宅を増
やしすぎてしまうと、逆に緑が少ないという
ことで都市としての魅力を失ってしまう危
険性があります。緑の少ない都市になり、皆
があまり住みたくないとなってしまうと本
末転倒ですので、そういうことは避けなけれ
ばいけない。一方、農地は全部郊外にという
ことで、あまり郊外に押し出してしまいます
と、家に近いところで作物がつくれない。そ
こで、このあたりの分布のバランスを考えて
いく必要があるということになりました。
その際に、私の大学の学生が実際に都市部
にある公共用地をたとえば都市型農業に活
用しようとなれば、どのような土地があるか
と、その分布を地図にまとめました。この色
分けによって規模を表していまして、小さい
規模から中規模、大規模までどのように分布
しているかを示しています。
もう一つ取り組みとして行いましたのが、
農業の教育を行うネットワークづくりです。
子どもたちが農業を体験したりする農場で
は、そこでとれた農作物を自分で料理した
り、栄養的にどうなのかを考えてみたり、食
育を考えることを学校とタイアップして行
いました。Zenger Farmというゼンガーさ
んがやっている、12 エーカーの農場では、
農場はもちろんですが、建物を環境にやさし
いつくりになっています。ソーラーパネルを
設置していたり、雨水を集めて浄化できるシ
ステムをつくったり、エコシステムが導入さ
れていることを、あわせて子どもたちが学べ
るような体制をつくっています。

Growing Gardens、社会福祉事業の一環
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として低所得者層への支援ということで行
われているものでは、たとえば肥料を提供し
たり、どうやって耕したらいいかを指導した
り、灌漑設備を行ったり、どうやって栄養の
ある作物を育てることができるかというア
ドバイスを行ったり、そのようなサービスを
提供することによって低所得者層を支援し
ようという取り組みをしています。
私の家の裏庭でも同じように、作物を育て
るプロジェクトで地域に開放しています。
別のプロジェクトですが、実際に作物をつ
くっている農家とレストランがタイアップ
したもので、比較的都市部に近いところで作
物をつくっている農家とレストランが契約
をしまして、レストランとしては別のところ
から作物を買うのではなく、そこから買うと
いう保証をつけて、こういう作物を育ててほ
しいとういうやりとりしながら一緒に育て
ていくという取り組みもあります。
あるイベントの案内チラシですが、各農家
が自分のところの自慢の野菜を持ち寄って、
一部肉とか魚がありますが、ほとんどが野菜
で自慢の品を持ち寄って、それを見たシェフ
が、どういうふうに調理すればおいしく素材
を生かせるかをパフォーマンスして…とい
う企画もありました。
積極的な取り組みでは、高校や大学で出さ
れる食事の素材に地元の素材を使っていこ
うという取り組みがありまして、地元の素材
を使わなければならないという州の法律に
までなっています。
小学校の子どもたちに向けた取り組みで
は、子どもたちが育てた野菜を自分たちで調
理して、食堂で出されるご飯に自分たちがつ
くったものが出てくるというプロジェクト
もあります。子どもたちにとっては自分が育
てたもの、自分で調理したものを食べるとい

う喜びを発見してもらうような取り組みで
す。
これらの取り組みを通じて、農家が出す市
場が 5年間で 2倍に増えています。経済的に
もいい側面があるのですが、それ以外に、そ
こが市民の集まる場として大きな役割を果
たしていると思います。実際に持って来られ
るのは産直野菜、有機野菜ですが、そのもの
の良さに加えて、皆が集まって互いにコミュ
ニケーションを図るという、いい場所になっ
ています。Farmer's Marketsの市場ですが、
いろいろ音楽の演奏もあったり、人と人とが
交流したりする場として貴重な場となって
おります。以前、パットナム教授がポートラ
ンドに来られた時に、「市民参画を維持し、
高めていくためにどういうことをしたらい
いか？」と尋ねたところ、「人が集まる場所
を都市の各所に設けることが重要だ」という
話をされていました。
こちらの写真には豊田市の市長さんと隣
が私のパートナーのジェニーが写っており
ます。環境にやさしい取り組みをご覧になり
たいということで視察にみえた時のもので
す。

ヤング・クリエイティブ、芸術家が集まる

では話は少し変わりまして、若くクリエイ
ティブな人たちが、なぜポートランドに集ま
っているのかという話をさせていただきま
す。ヤングクリエイティブという人たちはど
ういう人たちなのかといいますと、高水準の
教育を受けていて、革新的で、起業家精神に
富んでいる人たちのことでして、ヤング・ク
リエイティブと呼んでいます。こういう人材
は企業も行政も政府も欲しがるわけですが、
このうちの多くが自分で事業を立ち上げた
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いということで、自分でビジネスをする人た
ちが多くいます。こういう人たちはどういう
職に就こうかと考える前に、どこに住もうか
ということを真剣に考えます。ポートランド
は流入人口が非常に多い都市でありまして、
若い人たちはニューヨークとかロサンゼル
スとか大都市に流出してしまいますが、ポー
トランドの 25 歳から 39 歳の人口では、流出
人口より流入人口の方が 2倍も多いという結
果になっています。
これまでにいろいろなスライドをお見せ
してきましたが、環境にやさしい経済システ
ム、市民サービスが非常に活発であること
が、ポートランドの特色と言えるかと思いま
す。若者、ヤングクリエイティブ層に「なぜ
ポートランドに住むことに決めたの？」と尋
ねてみますと、第一に、住みやすさを言う人
が多いです。それ以外には、都市として持続
的な政策をきっちりと持っていること、町中
に音楽や芸術が溢れていること、同年代の人
が多いこと、公共交通が発達していること、
成長戦略が確立していること、という理由を
上げる人が多くなっています。
このようなさまざまな要素を見ていきま
しても、すべて市民の参画があって成り立っ
てきたものであることにお気づきをいただ
けるのではないかと思います。環境にやさし
い経済も、ビジネス分野から起こってきたも
のではなく、むしろ草の根的な市民活動によ
って立ち上がってきたという背景も持って
おります。市民の参画があったからこそ、今
の魅力がつくりあげられているということ
がいえるでしょう。
芸術が活発であることを示す数字を見て
いただこうと思います。実際に人口あたりの
芸術家数がアメリカでは第 8位で 2万人にの
ぼっています。またインディペンデントの映

画制作にかかわる人たちの数がアメリカの
トップ 10 に入っています。都市の規模を考
えると、これがいかにランキングとして高い
かということはご想像いただけるかと思い
ます。このようなかたちでいろいろな芸術家
がポートランドに集まってきます。ただ、普
通の芸術家というよりはユニークな内容を
持った芸術家が多くなっていまして、たとえ
ば市民と一緒になってつくりあげていくよ
うなイベントとか、時間を区切って、この時
間に人が集まって一緒に何かをつくりあげ
ていくようなイベントが多く展開されてい
るようです。
その取り組みの一つに、チャームブレスレ
ットという芸術家グループがあります。絵を
描くだけでなく、500 人ほど一般市民から無
作為に選んで、別に芸術家でも何でもない普
通の人たち 500 人が集まって 500 人で一つの
作品をつくりあげるイベントに仕立て上げ
ています。一人ひとりのやることは簡単で、
「あなたは四角を描いてね、あなたは丸を描
いてね、あなたは全部青に塗ってね」と一人
ひとり役割を与えられまして、それを全部結
集すると一つの作品にできあがるというイ
ベントです。これと同じような発想ですが、
その音楽バージョンのような形で、100 人く
らいの音楽の経験がほとんどない人たちが
集まって、その場で楽器を与えられ、「あな
たはこれを弾いてね」と役割を与えられまし
て、集まった 100 人でオーケストラの演奏を
するイベントです。

まちづくりに社会的公正という視点を

そのほかに、持続的なコミュニティの発展
ということで取り組んでいる、もう一つの事
例を発表したいと思います。「社会的公正」
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と言われるものです。
「持続可能性」というのは、国連での定義
では「経済的、あるいは環境的、社会的な平
等」がうたわれています。経済、環境につい
て、ポートランド市は今のところ非常によく
やっていると言えると思いますが、社会的な
平等、公正をどのように考えていったらいい
かということが次の課題になってくると思
っております。
基本的に、「社会的な平等」というのは地
域内のリソースを皆で平等に共有していく
ことだと思います。これは 2年がかりのプロ
ジェクトでしたが、地域にどのようなものが
分布しているかを地図に落としこんでみま
して、住宅はどのあたりに密集していて、ど
のあたりに少ないか。公園やオープンスペー
スがどのように分布しているか。健康にやさ
しい食品、質の高い教育、交通がどのように
分布しているかを地図に落としこみました。
これによってリソースがどのように分散し
ているかということが見ていただけるよう
になりました。
2年がかりと申しましたが、なぜこれほど
時間がかかったかご説明しますと、何をもっ
て「社会的平等」とするのかということで、
地域でビジネスリーダー、行政のリーダー、
草の根の市民活動のリーダーにいろいろと
話を聴いていく中で、ある程度定義づけを考
えていく必要があるだろうということにな
りまして、定義後、どのように分布している
かを地図に落としこむことによって、たとえ
ば「緑にどれくらい近いか、遠いか」と地理
的に目に見える形にしていってはどうかと、
ここまでの流れを持ってくるのに時間がか
かったという経緯があります。

市民自身の力でまちのストーリーを描き、発信する

まとめになりますが、一つはポートランド
というのは環境にやさしい、そして持続的な
発展について、かなり基礎のしっかりした、
出来あがった都市であると思っております。
もちろん、たとえば隣のシアトルを見ます
と、ボーイング社、マイクロソフト社と巨大
企業が立地しておりますので、財政的に見れ
ば私どもよりずっと豊かかもしれません。比
べると、ポートランド市民は企業数もわずか
90 で、それも小規模な事業であります。そ
れをいかに、多様性を持たせるかというとこ
ろにポイントがあるわけです。規模は小さい
かもしれませんが、シアトルのボーイング
社、マイクロソフト社も永久に続くとは限り
ません。そういう保証はないわけです。翻っ
てポートランド市は長期的な持続可能性に
ついて言えば有望な都市なのではないかと
思っております。
この新しい経済戦略を都市として考えて
いった時に、2 年前に、「自らストーリーを
考え、それを発信していくことが重要だ」と
いう話をいたしました。各地域が独自のスト
ーリーを持って、たとえばポートランドの場
合は、世界に対して何を求めていくのか、何
を追求していくのかというストーリーを発
信するという取り組みをしてまいりました。
たとえばラスベガスを思い浮かべていた
だきますと、映画の町、お金持ちになりたけ
ればラスベガスにというイメージがありま
すよね。それに対してポートランドはお金持
ちになりたかったらポートランドに行こう、
などと考える人は実際にはいません。持続可
能な環境にやさしいライフスタイルを追求
したければ、それこそ「ポートランドへ」と
いうメッセージを常に発信してまいりまし
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た。それこそが今、若者たちを引きつけてい
るストーリーであると考えております。そし
て重要な点は、このストーリーをつくりだし
たのが私たち自身、ポートランドの市民自身
であるとういことで、外部で勝手に出来上が
ったものではなく、自らがつくりあげて発信
してきたことが非常に重要なポイントであ
ると思います。
私は何も市民の参画、市民だけで何かがで
きる、すべてができると言うつもりは全くあ
りません。気候変動、持続的なコミュニティ
の発信に関しては市民だけで、すべてができ
るわけではありません。NPOや市民が政府
や民間のビジネスと一緒になって取り組む
ことによってつくりあげていく、将来的な問
題に対処していけるのではないかと思って
います。行政とビジネスだけではすべての問
題解決をできるわけではないと、このように
思っております。
私の方からは以上で終わらせていただき
ます。ありがとうございました。

［質疑］

司会　どうもありがとうございました。持
続可能な都市というのはどういうものであ
るか、映像をふんだんに使っていただきまし
たのでイメージとしてよくわかったのでは
ないかと思います。その基礎には、常に市民
参画、都市は誰がつくるのかということがベ
ースにあって、そういう人たちが町の中で、
どのようにいきいきとうまくつながってい
くかというところに持続可能性を持った都
市の姿が見えてくるのではないかというこ
とが、ジョンソンさんのお話からよくわかっ
たのではないかと思います。そのことの重要
性、アメリカの中でかなり特殊な先端の取り
組みだということは、たしかにそうなのでし

ょうが、日本の社会にあって、今後どういう
まちづくりの思想をもって考えていくべき
か、ある普遍性をもって私どもにも十分参考
になるものがあると思います。
さて、ここで日本における市民参加型のま
ちづくりについて長年取り組んでこられた
広原先生からご質問いただき、今日のポート
ランドの取り組みの理解をより深くしてい
ただきたいと思います。よろしくお願いしま
す。

3 つの質問

広原　ジョンソン先生、今日はどうもあり
がとうございました。先生のお話を伺うのは
2回目です。1回目はかなりマクロなポート
ランド市の全体の都市計画、都市政策、フィ
ロソフィを伺いして感激した記憶が今も新
たです。今日は若い学生たちがたくさん参加
していまして、多分、自分たちでもできるの
ではないかという、実践的な小さなまちづく
り、しかも先進的な可能性を持った、まちづ
くりの事例をたくさんご紹介いただいて、き
っと龍谷大学の学生たちも大いに元気づけ
られたのではないかと思います。そういう意
味で、まず感謝申し上げたいと思います。そ
の上で今のお話で感じたことから 3つほど質
問したいと思います。
一つは印象的だったのですが、ポートラン
ド市はベスト・バイシクルシティ、自転車に
乗るにはすばらしい町で、ベスト・ウォーキ
ングシティ、歩くのにすばらしい町だという
ことだったのですが、僕もそのライフスタイ
ルに賛成で、僕自身も実践はしてきたのです
が、実は日本でどんどん歩く人が増えて、ど
んどん自転車に乗る人が増えてきているの
ですが、そこで痛ましい事故がたくさん起こ
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っているのです。自転車と歩行者が激突する
ようなことがあるわけです。市民は歩きたい
し、自転車に乗りたいけど、自転車が老人を
はねる、身体障がい者を阻む、駅前で自転車
の放置が溢れるという現実があります。そう
いう意味で、自動車を捨てて歩こう、自転車
に乗ろうという市民のライフスタイルの変
化というものが、市民全体の道路計画におい
てどのように受け止められているのか、ある
いは、それを反映させるためにどんな市民参
加が行われているのかという、そういう小さ
なまちづくりと大きな都市計画の接点、矛盾
というか、そういうものがどうやって可能に
なったのかをお聴きしたいと思います。
もう少し言うと、アメリカは自動車の国
で、日本の都市計画は全部アメリカの道路交
通政策の真似をしてやってきたわけですが、
その元祖自動車王国のアメリカにおいて、こ
のようなマイカーモータリゼーションを否
定するような考え方は、いつ頃から起こった
のかということもあわせて教えてほしいと
思います。
余計なことですが、さっきのスライドで豊
田市長さんがポートランド市にいったとい
うことで仰天したのですね。豊田市は愛知県
豊田市で、トヨタ自動車の総務部長が市長に
なったところですね。世界の冠たるトヨタ自
転車、世界に自動車を売りまくっている、日
本の道路の特定財源の最も強力なスポンサ
ーになってきた豊田市長がポートランドに
行って何を学んできたのかという、ものすご
い皮肉を感じたのです。そういうことについ
て何か感想があれば教えてほしいと思いま
す。これが第一の質問です。
2番目は造園とか農業、都市の中に農業を
育てて、安全な新鮮な食べ物を食べられる都
市はすばらしいと思います。しかし日本の都

市計画は徹底的に農業を否定したところで
都市計画をつくりあげてきたわけで、都市計
画区域があるのですが、その中で市街化区域
と市街化調整区域の線を引いて市街化区域
の中では一切、農地はいらない、市街化調整
区域も、そこは農地区域ではなく、やがて都
市化するところだということで計画的に農
地を潰してきたのですね。それは自治体自身
の考え方でもあり、何よりも農民、農業者が
市街地になれば高く売れると望んだ。自分の
ところはできるだけ市街地にしてほしいと
陳情し、圧力をかけ、自分たちが議員を出し
て、土地利用計画をつくってきたわけです
ね。そして食物は中国でつくって輸入すれば
いいという形で来た結果が、今、中国の農産
物の矛盾に日本が突き当たっているという
現状ですね。アメリカにおいては、都市化と
いうものと農地保全に折り合いをつける考
え方が、もともとあったのか。それとも、最
近になって都市化をセーブして農地を守ら
ないといけないという考えが出てきたのか。
そのあたりについても、きっかけとか転換点
があれば教えてほしいと思います。これが 2
番目です。
3番目はアメリカでは世界一格差が大きい
国です。2番目は先進国では日本です。とて
つもない金持ちと、とてつもない貧乏な人が
いるわけで、全米の都市のランキングをとっ
た時、ポートランドはあまり大きな企業はな
いとおっしゃいましたが、アメリカで都市の
人気投票をとったらベスト 5に入るような都
市です。多分、極めて恵まれたトップランク
の都市ではないでしょうか。底辺の都市もた
くさんあります。ニューオーリンズ、ピッツ
バーグ、デトロイト、シカゴもあります。ポ
ートランドの経験はポートランドだけで通
用する経験なのか、それとも、アメリカでか
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なり普遍的に通用する経験なのか、世界標準
ではどうか。そういうことについてどうお考
えかということについても聴かせてほしい
と思います。
司会　ありがとうございました。それでは
いまの 3点についてお答えいただければと思
います。

自動車道路と自転車専用レーンは別

ジョンソン　実は自転車に関しては、この
後、東京で開催される自転車関係の会議で最
初からの流れを話す予定をしていますが、自
転車に向けたシフトが始まったのは 30 年前
で、それを始めたのはポートランド州立大学
の先生と学生でした。
ガソリン税を税源とする道路特定財源に
あたる高速道路用にあてられている予算の
1％を自転車道路の整備に振り向けたとい
う、アメリカでも初めての試みでありまし
た。確かに自転車の普及率で言いますと、オ
ランダほど割合が高いことはありませんが、
ただ少なくともポートランドでは真剣に取
り組んでいまして、新しい道路を建設するこ
とになると、それに伴って自転車専用路をつ
くることも行われます。予算の自転車に向け
る割合は年々増えております。しかし、全米
ではまだまだ車社会というのが現実です。
日本に来る前に、持続可能なプロジェクト
の視察として中国に行ってきました。中国で
は車の普及はまだまだこれからという部分
がありますので、「まず車に人を乗せないと
いう段階から、そこから取り組んでくださ
い」と言いました。アメリカの場合は、皆が
車を持っていますから自転車へのシフトに
なると、まず、車を手放すように働きかけな
いといけないわけで、一旦手にしてしまった

ものを手放すのは非常に大きなことです。で
きれば車に乗らない他の方法を今から考え
てくださいという話を中国でしてきたとこ
ろです。
ポートランドの場合は日本のように歩道
を自転車が走ることはありません。なかには
入る人もいますが、自動車道路とは別に自転
車専用のレーンがあり、そこに基本的には自
転車は走行しますので車と交わることはほ
とんどありません。大きな交差点で一部交わ
る部分もありますが、基本的には自動車が走
行する道路とは別に自転車専用のレーンが
設けられています。市内全域にいろんなとこ
ろに巡らされていまして、全長 400 キロメー
トルくらいの長さになっています。既存の道
路の改修を行う際には、車道と歩道しかない
道路に自転車の専用レーンを設けるように
義務づけられています。改修後の道路は、車
道と自転車専用道、歩道と 3つに分かれたか
たちになります。
事故を防止するためにもさまざまな取り
組みを行っていまして、まずは交通標識、信
号は自転車用の信号を設けています。自転車
だけが従うということで、これによって自転
車と自動車が接触しないかたちをとってい
ます。グリーンゾーンはゾーン分けをして自
転車しか通れないところをつくっており、そ
のほかにも、車が曲がろうとする時に自転車
とぶつかることがないようにゾーンをつく
っています。もう一つはバイクブラバードと
いう大通りをつくっていまして、これについ
ては詳しくお話をします。
自転車専用道、既存の道路の側道のように
基礎の道路に並行して走る、自転車しか通れ
ない道路を次々とつくりつつあるところで
す。比較的新しい取り組みになりますが、今
できあがっている部分で全長約 75 マイル、
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ここ数年で同じくらいできていくのではな
いかと思います。

すべてはコミュニティガバナンスにつながる

2 番目の農業への質問について、30 年前か
らの流れですが、人の動きが活発になってき
たのが 30 年前からですので、歴史的にもそ
れくらいになってきます。農家が農業では儲
からないのでディベロッパーに高く土地を
売ってという話も実際にポートランドでも
起こっております。ただ転換点があったとす
れば、緑を都市部でもっと増やさないといけ
ないという動きが出てきた時ではないかと
思います。都市部の人口を増やす、どんどん
住宅を増やし、ビル増やすということで取り
組んでいきますと、どうして緑がなくなり、
緑は郊外の方にとなってきますが、緑のない
都市は魅力を失って人が集まらない。何のた
めにすべてを都市に密集させたのかわから
ない。都市としての魅力がないと人が集まら
ないことを考えると、都市で作物を全部つく
る必要はありませんが、周り 150km四方で
グリーンスペース、農地の部分と住宅地、ビ
ルの部分が併存する形であればいいのでは
ないかと、今のところそんなかたちで落ちつ
いています。
地元で作物をつくっていこうという動き
ですが、車から自転車にシフトすることで浮
いたガソリン代を別の経済の分野に還元し
ていく、グリーン配当の考え方と共通する部
分が出てくると思いますが、世界的に食糧危
機に見舞われていて、今後、果たして中国か
ら安い野菜を輸入し続けられるかわからな
い状況で、かつ、国全体の食糧自給率が下が
っている中で、自分の地域で農作物をつくる
ことによって、その分で浮いた分を地元経済

に還元していこうという流れになってきて
いると思います。
最後の質問のポートランドの事例が他の
地域に適用できるかという話ですが、ポート
ランドは他の都市とはまた違う性格を持っ
ていると言えるかと思います。大統領選挙が
現政権に対しても国全体として賛成してい
た時も、ポートランドでは 7対 3で反対の方
が多かったという経緯があります。初の同性
愛の市長が誕生したとか、国の全体のトレン
ドとは違うところで動いている点は確かに
あると思います。
このようにポートランドはアメリカの他
都市と比べても違うところはあるのですが、
ポートランドでの経験は、もちろん他のコミ
ュニティにもあてはめられると思っていま
す。ただ規模がポートランドと同じくらいの
ところであれば、という条件がつきます。東
京とか北京などの大都市になりますと、また
別の違う戦略を考えていかなければならな
いのでしょうが、ポートランドと同じくらい
の規模であれば私どもの経験を活かしてい
ただけると思います。京都ももちろん、その
一つになろうかと思います。
今日、お話した内容というのは、すべてコ
ミュニティガバナンスに通じるものでして、
市民と行政と民間企業がどのように連携し
ていくかという話になっていきます。中央政
府主導型、行政主導型ではなく、いかに三者
が緊密に連携していくのかということがコ
ミュニティガバナンスの本質になります。
たとえば雨水の問題が地域であったとし
ます。雨水が溢れて洪水になるとか、汚染に
困っているという地域の問題があったとす
れば、行政が処理場をつくることでインフラ
を整備するのが今までの流れであったかも
しれませんが、コミュニティガバナンスにな
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ると行政主導のインフラ整備ではなく、人が
実際にかかわっていく取り組みが必要にな
っていきます。駐車場を緑化するとなると所
有者のところに行って「緑化することによっ
てこういうメリットがあります、こういう税
制優遇の措置がある」と説明して促進するよ
うな働きかけを行っていく必要があります。
先程見ていただきましたが、緑化できそうな
駐車場は何万とありますので、それについて
働きかけをしていく必要があります。これ
が、これから求められる行政の役割というこ
とになるのではないかと思います。こういう
意味ではこれまでの役割とまた違ったかた
ちになっていくことを行政も理解をしなけ
ればならない、そういう時代になってきてい
るのではないかと思います。
司会　どうもありがとうございました。最
後に「コミュニティガバナンス」というキー
ワードを出していただきまして、コミュニテ
ィガバナンスを可能にするガバメントの役
割、重要性が、逆の意味で浮かび上がってく
ると思いますが、ポートランド市政府、自治
体に対してのスティーブ・ジョンソンさんの
評価について、一言だけ聞かせていただけれ
ばと思います。

行政はファシリテーター機能

ジョンソン　コミュニティガバナンスと
いうのは、実態的に、それが起こっていたの
でしょうが、30 年前にはこの言葉自体はあ
りませんでした。ただ、もともとそういう気
質がポートランド市は旺盛なところで、たと
えば、公民権運動とか社会的な運動にかかわ
っていた人が数多くポートランドに来たと
いう経緯もありまして、そういう土壌がもと
もとあったと思います。

そこに市として果たした役割ということ
ですが、政府のリーダーである市長を中心に
「市民のために、これもあれもやってやろう」
という姿勢ではなく、市民の動きを促進する
ような、サポートするような、ファシリテー
トするような役割を果たすのがリーダーた
るものであるという理解で成り立ってきた
のが、ポートランド市の行政ではなかったか
と思います。議員、市長だけの閉鎖的なとこ
ろで、すべて物事を決めてしまうのではな
く、地域の草の根的な運動との協力を、どの
ようにしたら促せるかを考えるのがリーダ
ーの役割であるという流れがこれまでにあ
って、それが現在にも生きていると思いま
す。その流れがあった結果、あらゆることを
決める際に、市民がかかわらなければならな
いという基本的なルールが、条例として制定
されるに至りまして、それが今日のポートラ
ンド市の活動を支えている一つの大きな要
素なのではないかと思います。
また市民に対する教育、大学を通じてです
が、それにも非常に力を入れてきました。単
にスキルを身につけさせ、いい仕事に就かせ
るだけではなく、学生たちが社会に出た後、
よき市民として、いろいろな市民活動に参画
できるような意識の高い市民を育てるのが
大学の役割であるということで取り組んで
いまして、その意味では非常に成果が出てき
ているのではないかと思います。
司会　どうもありがとうございました。な
お今日は、NPO・地方行政研究コースだけ
ではなく、社会学部からもこの講演会に参加
していただいております。最後に栗田先生か
ら質問なり、ご感想を聴かせていただきたい
と思います。
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農業支援の効果は

栗田　どうもありがとうございました。ソ
ーシャルワークの専門なので 1点だけ質問い
たします。Growing Gardensで低所得者層
の人に農業を教えるとのことでしたが、その
結果、低所得者層の人や周りの人々にどのよ
うなプラスの効果があったか、変化があった
ことがあれば教えていただきたいと思いま
す。
ジョンソン　実際にこのプログラムは始
まって、まだ日が浅いものですから、統計的
にまとまったものがあるわけではありませ
んが、参加している家庭が 350 ほどありまし
て、そのいろんな人たちからの声では、有機
野菜を自分たちで育てていくことによって
自立的な生活ができる、レストランのシェフ
が興味を持ってくれて販売ルートができて
よかったという話もあります。若者が農業に
参加することで、これまで野菜を食べない若
者が自分で育てて愛着がわいて野菜を食べ
るようになったという前向きの話はいろい
ろなところから耳にしています。
これは一部で研究も行われていますが、有
機野菜はどうしても高いので、それをつくっ
ても売るのが難しいという低所得者層もい

ますが、ただ実際にファーストフードをよく
食べている人たちのことを考えると、有機野
菜は必ずしも高くはない。店で売られている
有機野菜、パッケージとか袋にかかわってい
るお金も除いてファーマーズマーケットで、
そのものだけを売ると、結構、売れるという
ような実情もあります。こういうことをもっ
ても説得するのが難しい、なかなか理解して
もらえないという難しさはありますが。
司会　それではこれでスティーブ・ジョン
ソンさんの講演を終わらせていただきたい
と思います。刺激的なといいますか、今後の
日本における都市づくり、まちづくりという
ことを考える場合、十分ヒントになるお話が
たくさんありました。学生さんの中には、こ
れを機会にポートランドにインターンシッ
プで行きたいという思いを持つ方もあるか
と思います。そういうことができる可能性に
チャレンジしてみたいと思いますので、ポー
トランドを理解しつつ、それを日本の地域社
会の中に還元していく交流が、今後ともステ
ィーブ・ジョンソンさんを通してできれば何
よりではないかと思います。今日はどうもあ
りがとうございました。

［2008 年 7 月 7 日］




